
赤穂市 AKO CITY 

消防功労者表彰伝達式及び水防工法訓練の実施について 

１．趣  旨 

梅雨の時期が迫り、局地的大雨や線状降水帯による水災害に備え、消防団

と消防本部が連携して水防工法訓練を実施します。 

また、併せて令和５年３月に受章した消防団員の表彰伝達式を実施しま

す。 

２．実施日時   令和５年６月１１日（日） ９時００分から 

３．訓練場所 赤穂市防災センター 敷地内 

４．参 加 者 赤穂市消防本部、赤穂市消防団 

５．実施内容 

(1) 表彰伝達式

ア 消防庁長官表彰 永年勤続功労章 ３名

第 ７ 分団 分 団 長 川﨑 修一（代表受領） 

第１２分団 副分団長 山本  博義 

第１４分団  副分団長  陰山 雅人

イ 日本消防協会長表彰

功績章 1名  第１２分団 副分団長 山本 博義 

精績章１名  第１４分団  副分団長  陰山 雅人 

勤続章１名  第 ８ 分団 分 団 長  池内 正武（代表受領） 

(2) 訓練礼式  基本動作訓練、徒歩訓練 

(3) 土のう作成要領の説明及び土のう作成

(4) 積み土のう工法の説明及び作成実施訓練

６．その他 

雨天時、表彰伝達式は庁舎車庫内、水防工法訓練は訓練塔周辺で実施します。 

会 見 年 月 日 令和５年５月２４日（水曜日） 

担 当 課 消防本部 総務課 消防団担当  （担当者名：澄田） 

問い合わせ先 TEL：0791-43-6881 （内線：5211 ） FAX：0791-45-0119 



消防功労者表彰伝達式及び水防工法訓練について(案) 

近年、豪雨災害や土砂災害など各地で甚大な被害が発生している。梅雨の時期が迫り、

局地的大雨や線状降水帯による水災害に備え、消防機関（赤穂市消防本部、赤穂市消防

団）が連携し、水防工法訓練を実施することで防災力の向上を図る。 

また、併せて令和５年３月に受章した団員の表彰伝達式を実施する。 

１ 実施日時 令和５年６月１１日（日） ８時４５分集合  ※雨天決行

(1) 表彰伝達式  ９時００分開始  

(2) 訓練礼式   表彰伝達式終了後 

(3) 水防工法訓練 休憩後

２ 訓練場所 (1) 表彰伝達式  赤穂市防災センター 庁舎車庫前 

(2) 訓練礼式 〃   〃 

(3) 水防工法訓練 〃 訓練塔周辺 

３ 参 加 者 (1) 消防団  団長、副団長５名、分団各１０名程度、女性部 

計約１６０名 

(2) 消防職員 消防長、消防次長、警防課長、消防団担当課長、

防災企画係員、当務職員 

４ 実施内容 

(1) 表彰伝達式 ア 消防庁長官表彰（消防長伝達）

  永年勤続功労章  第 ７ 分団 分 団 長 川﨑 修一 

（代表受領） 

〃  第１２分団 副分団長 山本  博義 

〃 第１４分団  副分団長  陰山 雅人 

※３名が整列し、川﨑分団長が代表受領する。

イ 日本消防協会長表彰（団長伝達）

功 績 章  第１２分団 副分団長 山本  博義 

精 績 章  第１４分団  副分団長  陰山 雅人 

勤 続 章  第 ８ 分団 分 団 長  池内 正武 

（代表受領） 

※勤続章は受章者の氏名を披露し、池内分団長のみ整列し受領する。 

(2) 訓練礼式  基本動作訓練、徒歩訓練 

(3) 土のう作成要領の説明及び土のう作成

土砂使用量及び土のう作成数にあっては調整中。



(4) 積み土のう工法の説明及び作成実施訓練

５ 服  装 活動服、アポロキャップ、ヘルメット、編み上げ靴、革手袋、 

剣先スコップ各分団５本程度  

※表彰伝達式及び訓練礼式はアポロキャップ、水防工法訓練時は

ヘルメットを着装する。

※雨天時は各自雨合羽を準備すること。

６ そ の 他 (1) 駐車場が限られているため、出来る限り団員は乗り合わせにて

集合すること。 

(2) 当日の飲料（各自１本）は、事務局が準備する。

(3) 雨天時、表彰伝達式は庁舎車庫内において実施する。

(4) 災害発生時は、団長の指示に従うこと。


